
 
　 「こんにちは」秋号を発行しました

　旭中央病院内のほか、市内の公共機関にも配置してい
ます。病院ホームページからも見ることができます。
内容／●開院65周年記念行事を開催　●医療最前線「緩
和ケアチーム」　●やさしい医学講座「児童精神科」　●健
康ノート「食事と健康〜免疫力を高めよう〜」　●かかり
つけ医を持ちましょう「中田小児科クリニック」　ほか

 
　
�
児童虐待防止への理解を深めよう！�
イベントを開催

　11月は児童虐待防止推進月間です。当院では医師、
看護師、社会福祉士などで構成される「家族支援チーム」
が、虐待の早期発見や事故の再発防止、育児支援を行う
ためのさまざまな活動を行っています。その一環とし
て、今年もパンフレットなどを配布するイベントを行い
ます。スペシャルゲストも登場しますので、参加してみ
ませんか。
日時／11月22日（木）　午前11時〜午後１時
場所／本館１階待合ホール

 
　 産業まつりで健康意識を高めよう

　今年も11月11日（日）の旭市産業まつりに出展します。
旭中央病院の医療職が、健康相談や各種測定などを行い
ます。

 
　 世界糖尿病デー・ブルーライトアップイベント

　11月14日（水）は世界糖尿病デー。今年も地域の建物
を、シンボルカラーの青色にライトアップするイベント
を開催します。この機会に糖尿病予防への意識を高めま
しょう。
場所と日時
飯岡刑部岬展望館〜光と風〜、旭市商工会館、旭中央病
院看板／11月16日（金）、17日（土）　午後５時〜９時
銚子電鉄車内／11月10日（土）〜18日（日）

http://www.hospital.asahi.chiba.jp/

問旭中央病院（☎63-8111・代表）

　毎年秋から冬にかけてはインフルエンザの流行シー
ズンで、特に１月から２月に発生のピークを迎えます。
一人一人が感染防止を実践しましょう。
インフルエンザと風邪は違います
　インフルエンザウイルスは、その年によって流行す
るウイルスの型が違います。特にＡ型とＢ型の感染力
はとても強く、国内では毎年10人に１人が感染します。
　インフルエンザは風邪とは異なり、かかると38度以
上の急激な発熱や、頭痛、筋肉痛、関節痛などの全身
症状を伴い、肺炎や脳炎などを起こし重症化する場合
があります。
予防のポイント
①正しい手洗い／外出先から帰ったときや調理の前
後、食事前などは小まめに手を洗いましょう。ウイル
スはせっけんに弱いので、せっけんを使い爪の先から
手首まで念入りに洗いましょう。
②普段の健康管理／免疫力が落ちていると感染しやす

くなり、重症化しやすいため、十分な睡眠とバランス
の良い食事を心掛けましょう。
③予防接種を受ける／インフルエンザワクチンを打つ
ことで発症の可能性を減らすことができ、重症化を予
防することが期待できます。
④換気、湿度管理／定期的に窓を開けて空気を入れ替
え、乾燥を防ぐため加湿器などを利用しましょう。
⑤人混みを避ける／人の多い場所や繁華街への外出を
控えましょう。
ほかの人にうつさない
●小まめに手洗いをしましょう　
●咳エチケットとしてマスクをしましょう
●帰宅時や乾燥しているときは、うがいをしましょう

【健康管理課保健師】
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